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畜産試験場だより 
和牛試験場 

 

 農業基本法が公布されてうまれた選択的拡大とい

う言葉のもつムードは魅力的です。その尖端を行く畜

産に明け暮れた昭和36年という年は、牛年にふさわし

く、畜産にたずさわるものにとって本当に働きがいの

ある半面おのれの力の足らなさを思い知らされて恥

しい感じを抱いた年であったようです。 

 

 先般、11月18、19の両日恒例の千屋市が開かれまし

た。ちょうど１年前ここを訪れた作家の井伏鱒二氏に

よって、「千屋の牛市」と題して全国に紹介されたこ

の千屋市も、和牛の用途が「肉用」になったこのごろ

では、もともと放牧場で錬え上げて「役用」としての

能力の高い牛の集散市場であって見れば、年々さびれ

勝ちなのも時代のすう勢で、この現実は素直に受け取

って新生面を見出すべきだと思います。今年は414頭

の入場があって、その中328頭が取引きされました。

雌は平均64,000円位（130,000―32,000円）で、去年

より10,000円余り高かったのですが、これは全国的に

和牛が減って肉資源が不足していますので、先ずこう

しの生産を挙げようと繁殖牛が引っぱりダコで強気

を示しているためだということは皆さま御承知のと

おりです。ところが、雄は平均42,500円（88,000円―

9,000円）で、この方は去年より4,500円の安値でした。

千屋市には「西牛」と言って２才の雄が多数取引きさ

れますが、発育盛りに過度の放牧をして、十分な発育

をしていない牛の用途が狭くなって、だんだん近代感

覚の和牛から取り残される運命にあることを痛く感

じさせられます。 

 

 さて、ここ和牛試験場では、先月24日、既に白いも

のを見ました。周囲の山には多少色あせたとは言え、

時に夕日に映えて錦絵のような美しさでわれわれの

眼を楽しませてくれましたが、きびしい木枯しに冬は

もう急ピッチというところです。 

 すべて人力で切り開いた急傾斜の改良草地は、今で

は牧草だけが横に美しい緑の模縞様を画いています。

自然の恵みにあずかることの少ない越冬用の飼料作

物は、少しでも余計に根を張り天に伸びようとしてけ

なげな努力をしています。根雪期間の２ヵ月も続こう

という高冷地での適当な越冬作物を物色中ですが、今

のところありふれたライ麦とコモンベッチとの混播

が成績がよさそうです。 

 ともあれ、県北部の急傾斜の山地の多い和牛試験場

であって見れば、この劣悪な条件の土地から最も有効

に生産をあげるよりどころを畜産殊に和牛を求めて、

広く PR することを念願として、放牧場の草生改良、

自然草地の牧草地化、高冷地に好適な飼料作物―殊に

秋冬作―の適種の探索と作付体系の確立などを自給

飼料関係の課題としております。 

 

 さて、ただ今のところ和牛が約70頭おりますが、こ

の中31頭はいろいろな肥育試験牛です。即ち、自給飼

料を主体として肉牛生産費の半ばを占める飼料費を

節約して飼育を有利にしようとのねらいで行なって

いる若令肥育試験牛10頭及び雌牛普通肥育試験牛６

頭、また種雄牛の産肉能力検定用の若令去勢肥育試験

牛が10頭、老廃雌牛の経済的な肥育期間を探るための

試験牛が５頭などとなっております。これらは大体今

年６月末から７月上旬にかけて、謂わゆる農後の素牛

を導入しましたので、間もなく150日の中期肥育の試

験期間が終ろうとしています。試験が終りましたら、

詳細とりまとめて印刷物として広く御利用いただく

積りでおりますが、今までのところ、各試験牛の間に

はもちろん差はありますが、１日当りにして大体800

ｇ―１kg位目方がふえています。この位ならば成績は

良い部類と言えましょう。これらには、自給飼料を主

体とした若令去勢肥育試験牛の他は、すべてホルモン

剤を利用しておりますが、この方の効果も相当大きい

ように見受けられます。例えて申しますと、飼料に混

ぜて経口的に投与するニクゲン（粉末）、耳根部に埋

没するヘキセストロール（ペレット）同じくシノペッ

クス(ペレット)同じくロースモアー（懸濁液）等です

が、ホルモンを使ったのとそうでないのとでは１日当

り200g 位も目方のふえ方に差のあるものもある位で、
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今ではホルモンを利用することは常識的になってい

ますので、一部の農家では既に実用化されていますが、

これからもっともっとホルモン利用が普及徹底する

ことを願っています。 

 

 おわりに、既に紙上その他で御承知のとおり、知事

のヨーロッパ土産として、スウェーデン・ランドレー

スが輸入されましたが、その中の15頭（雄２頭、雌13

頭）がさきほど11月17日に長途の旅を無事終えて到着

しました。大体生後７―９ヵ月で体重が100kg（90―

127kg）余りですから、同じ月令のヨークシャーの標

準より大体２割位大きいということでしょう。一見し

て、胴のよく伸びた、背腰の良い、後軀の充実した、

鼻のしゃくれない長い顔で、大きな耳の垂れた、皮膜

のうすくて質の良いもので、更にと殺して見て赤肉の

多いベーコンタイプの現代向きの豚ということで、殊

に評判どおり結構なものですから、将来岡山県の豚の

改良に貢献してもらえるものと楽しみにして大事に

飼っています。 

 厳しい冬を目の前にした和牛試験場の姿を知って

いただこうとしましたが、この次にはここに取り上げ

ました試験の結果を解説つきで速報できると存じま

す。（1961、12、１） 

 


